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︿
跋
﹀
ホ
ダ
ルコ
フ
ス
キ
ー
さ
ん
の
こ
と

宮
脇
淳
子　

　

私
が
本
書
の
著
者
マ
イ
ケ
ル
・
ホ
ダ
ル
コ
フ
ス
キ
ー
氏
に
初
め
て
会
っ
た
の
は
、
一
九
九
○
年
夏
に
ハ
ン
ガ
リ
ー

の
ブ
ダ
ペ
ス
ト
で
開
催
さ
れ
た
、
第
三
十
三
回
常
設
国
際
ア
ル
タ
イ
学
会
（Perm

anent International Altaistic 

C
onference

、
略
称
P 

I 

A 

C
）
の
席
上
で
あ
る
。
彼
も
私
も
三
十
代
だ
っ
た
。

　

彼
の
研
究
分
野
が
、
私
の
専
門
で
あ
る
「
最
後
の
遊
牧
帝
国
ジ
ュ
ー
ン
ガ
ル
」
の
西
端
、
ヴ
ォ
ル
ガ
河
畔
に
移
住

し
た
モ
ン
ゴ
ル
系
遊
牧
民
の
歴
史
だ
っ
た
か
ら
、
そ
の
と
き
す
で
に
私
は
彼
の
名
前
を
知
っ
て
い
た
。

　

一
九
八
七
年
、
米
国
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
大
学
で
第
三
十
回
P 

I 

A 

C
が
あ
っ
た
と
き
、
私
の
夫
で
師
で
も
あ
る
岡
田

英
弘
は
、
自
分
が
か
つ
て
米
国
で
経
験
し
た
こ
と
を
私
に
追
体
験
さ
せ
よ
う
と
考
え
て
、
一
カ
月
か
け
て
米
国
の
各

地
を
訪
問
し
た
。

　

ま
ず
訪
ね
た
岡
田
の
恩
師
、
シ
ア
ト
ル
の
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
の
ニ
コ
ラ
ス
・
ポ
ッ
ペN

icolas Poppe

（1897-1991

）

先
生
は
、
ド
イ
ツ
系
ロ
シ
ア
人
で
、
若
く
し
て
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
に
な
っ
た
二
十
世
紀
を
代
表
す
る
モ

ン
ゴ
ル
学
者
だ
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
カ
フ
カ
ス
地
方
で
現
地
調
査
を
し
て
い
た
と
き
ド
イ
ツ
軍
の
占
領
下
に

入
り
、
ド
イ
ツ
軍
の
通
訳
を
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
ド
イ
ツ
軍
撤
退
と
と
も
に
ソ
連
を
離
れ
た
の
で
あ
る
。

　

ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
の
オ
メ
リ
ア
ン
・
プ
リ
ツ
ァ
ー
クO
m

eljan Pritsak

（1919-2006

）
先
生
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

生
ま
れ
の
ロ
シ
ア
史
学
者
で
、
愛
国
主
義
的
な
ロ
シ
ア
史
で
は
な
く
、
草
原
か
ら
見
た
モ
ス
ク
ワ
国
家
の
勃
興
を
公

平
に
論
じ
た
そ
の
研
究
は
、
岡
田
著
『
世
界
史
の
誕
生
』
の
ロ
シ
ア
史
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

　

プ
リ
ツ
ァ
ー
ク
先
生
は
、
私
が
ジ
ュ
ー
ン
ガ
ル
研
究
を
し
て
い
る
と
聞
い
て
喜
ん
で
く
れ
、
ホ
ダ
ル
コ
フ
ス
キ
ー

氏
を
私
に
紹
介
し
た
。
一
九
九
○
年
に
初
め
て
彼
に
会
っ
た
と
き
、
彼
も
恩
師
の
一
人
で
あ
る
プ
リ
ツ
ァ
ー
ク
先
生

か
ら
私
の
名
前
を
聞
い
て
い
た
の
で
、
す
ぐ
に
親
し
く
な
っ
た
。

　

中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
草
原
の
東
か
ら
西
ま
で
拡
が
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
系
遊
牧
民
は
、
自
ら
残
し
た
史
料
は
少
な
く
、
さ

ま
ざ
ま
な
言
語
史
料
に
断
片
的
に
登
場
す
る
。
彼
は
ロ
シ
ア
語
・
ト
ル
コ
語
・
ア
ラ
ビ
ア
語
が
で
き
、
私
は
モ
ン
ゴ

ル
語
・
満
洲
語
・
チ
ベ
ッ
ト
語
・
漢
語
が
読
め
る
。
そ
れ
ぞ
れ
得
意
な
言
語
を
使
っ
て
、
東
と
西
か
ら
草
原
に
光
を

当
て
よ
う
、
研
究
を
こ
れ
か
ら
助
け
合
お
う
、
と
約
束
し
た
。

　

そ
の
あ
と
彼
は
す
ぐ
に
、
ロ
シ
ア
連
邦
タ
タ
ル
ス
タ
ン
の
カ
ザ
ン
大
学
で
「
ジ
ュ
ー
ン
ガ
ル
の
系
図
」
を
見
つ
け

た
と
知
ら
せ
を
寄
越
し
、
コ
ピ
ー
が
私
に
届
い
た
。
一
七
五
五
年
に
ジ
ュ
ー
ン
ガ
ル
が
滅
び
た
と
き
、
一
度
は
清
朝

に
投
降
し
て
お
き
な
が
ら
ロ
シ
ア
に
逃
げ
た
ア
ム
ル
サ
ナ
ー
と
彼
の
部
下
が
持
参
し
た
系
図
の
ロ
シ
ア
文
字
へ
の
翻

訳
で
、
漢
語
や
満
洲
語
史
料
に
な
い
人
名
が
散
見
さ
れ
、
そ
の
後
、
私
は
国
際
学
会
で
何
度
も
報
告
し
た
。

　

一
九
九
二
年
に
、
彼
の
母
校
で
あ
る
シ
カ
ゴ
大
学
で
ロ
シ
ア
史
学
会
が
開
か
れ
た
と
き
、
同
日
程
で
、
台
湾
で
世
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界
中
の
モ
ン
ゴ
ル
学
者
が
集
ま
る
会
議
が
あ
り
、
岡
田
と
私
に
両
方
か
ら
招
待
状
が
届
い
た
。
台
湾
に
は
岡
田
が
行

き
、
私
は
独
り
で
シ
カ
ゴ
大
学
に
行
っ
た
。
私
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
単
独
で
の
国
際
会
議
参
加
だ
っ
た
が
、
ホ
ス

ト
側
の
彼
は
と
て
も
よ
く
世
話
を
し
て
く
れ
て
、
本
当
に
楽
し
か
っ
た
。

　

一
九
九
四
年
、
フ
ラ
ン
ス
で
開
か
れ
た
第
三
十
七
回
P 

I 

A 

C
で
再
会
し
、
そ
の
あ
と
岡
田
と
二
人
で
ベ
ル
リ
ン

に
移
動
し
て
、
ベ
ル
リ
ン
自
由
大
学
教
授
の
ド
イ
ツ
人
ト
ル
コ
学
者
の
家
に
泊
ま
っ
た
と
き
、
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
ー

に
彼
は
ド
イ
ツ
人
の
ガ
ー
ル
フ
レ
ン
ド
を
連
れ
て
来
た
。
そ
の
と
き
の
写
真
を
私
は
大
事
に
持
っ
て
い
た
が
、
二
○

二
二
年
に
再
会
し
た
際
、
彼
女
と
結
婚
し
た
と
聞
い
た
の
で
、
写
真
を
よ
う
や
く
渡
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

一
九
九
五
年
、
彼
の
単
著
『
二
つ
の
世
界
が
出
会
う
と
こ
ろ　

ロ
シ
ア
国
家
と
カ
ル
ム
ィ
ク
遊
牧
民
、
一
六
○
○

―
一
七
七
一
年
』
の
私
の
書
評
が
『
東
洋
史
研
究
』
に
掲
載
さ
れ
た
。
英
語
の
本
を
も
れ
な
く
丁
寧
に
読
ん
だ
の
は

こ
れ
が
初
め
て
か
も
し
れ
な
い
。
拙
著
『
最
後
の
遊
牧
帝
国　

ジ
ュ
ー
ン
ガ
ル
部
の
興
亡
』
（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
、

一
九
九
五
年
）
に
も
、
そ
の
内
容
を
大
い
に
利
用
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

　

こ
の
あ
と
、
彼
は
モ
ン
ゴ
ル
系
遊
牧
民
か
ら
カ
フ
カ
ス
の
少
数
民
族
に
興
味
を
移
し
、
私
も
満
洲
史
や
朝
鮮
史
の

仕
事
が
増
え
て
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
の
で
、
連
絡
が
間
遠
に
な
っ
た
。

　

二
○
○
六
年
に
岡
田
が
心
筋
梗
塞
を
起
こ
し
た
あ
と
、
私
も
国
外
に
出
な
く
な
っ
た
。
二
○
一
七
年
に
岡
田
が
亡

く
な
り
、
二
○
一
八
年
に
キ
ル
ギ
ズ
で
開
催
さ
れ
た
第
六
十
一
回
P 

I 

A 

C
に
、
私
は
十
一
年
ぶ
り
に
参
加
し
た
。

　

二
○
二
二
年
五
月
、
ホ
ダ
ル
コ
フ
ス
キ
ー
氏
か
ら
突
然
連
絡
が
入
っ
た
。
北
海
道
大
学
ス
ラ
ブ
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
研

究
セ
ン
タ
ー
に
招
か
れ
て
札
幌
に
い
る
、
東
京
に
行
く
か
ら
会
い
た
い
と
い
う
。
一
日
目
は
夕
食
を
共
に
し
、
二
日

目
は
朝
十
時
か
ら
夕
方
六
時
ま
で
、
上
野
か
ら
浅
草
、
駒
込
と
案
内
し
な
が
ら
、
ほ
ぼ
八
時
間
話
し
続
け
た
。

　

会
っ
た
の
は
二
十
八
年
ぶ
り
だ
っ
た
け
れ
ど
も
、
話
し
続
け
て
い
る
間
に
自
分
の
英
語
が
ど
ん
ど
ん
上
手
に
な
る

の
が
わ
か
っ
た
。
互
い
に
理
解
で
き
な
い
こ
と
は
一
つ
も
な
か
っ
た
。

　

彼
が
私
に
「
ボ
ク
、す
ご
く
面
白
い
本
を
出
し
た
ん
だ
よ
」

と
言
っ
た
。
そ
れ
が
本
書
で
あ
る
。
藤
原
社
長
に
私
が
推
薦

し
、
拙
著
の
ラ
イ
タ
ー
を
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
の
あ
る
山
内

智
恵
子
さ
ん
に
翻
訳
を
頼
ん
だ
。

　

彼
の
生
い
立
ち
に
つ
い
て
は
だ
い
た
い
聞
い
て
い
た
が
、

日
本
人
読
者
の
た
め
に
書
い
て
も
ら
っ
た
「
自
伝
的
覚
書
」

を
読
ん
で
、
彼
が
ど
ん
な
に
苛
酷
な
人
生
を
歩
ん
で
き
た
か

を
あ
ら
た
め
て
知
っ
た
。
彼
の
シ
カ
ゴ
行
き
を
賛
成
し
た
た

め
に
職
場
を
首
に
な
っ
た
ご
両
親
は
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の

か
、
と
聞
い
て
い
っ
た
ら
、
両
親
と
妹
は
一
九
九
一
年
に
米

国
に
移
住
し
、
両
親
は
二
○
一
一
年
、
ど
ち
ら
も
ガ
ン
で
亡

く
な
っ
た
と
返
答
が
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
二
十
年
間
米
国
暮

ら
し
が
で
き
た
わ
け
で
あ
る
。
妹
は
シ
カ
ゴ
郊
外
で
暮
ら
し
、

そ
の
二
人
の
子
供
た
ち
は
結
婚
し
て
米
国
に
い
る
そ
う
だ
。

1994年、常設国際アルタイ学会（PIAC）で。
右からM.ホダルコフスキー氏、岡田英弘氏、筆者
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彼
自
身
に
も
娘
と
息
子
が
い
る
。

　

日
本
人
読
者
に
ロ
シ
ア
の
本
当
の
姿
を
知
っ
て
も
ら
え
る
の
は
嬉
し
い
、
本
書
が
日
本
の
将
来
の
役
に
立
て
た
ら

幸
い
だ
と
、
著
者
は
日
本
版
の
刊
行
を
と
て
も
喜
ん
で
い
る
。

 

（
み
や
わ
き
・
じ
ゅ
ん
こ
／
東
洋
史
家
）
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